
: 令和元年１０月２６日(土) ９：３０～１４：３０
: 氷見市鞍川（氷見市ふれあいの森ほか）地内

竹の生態や再生竹除去の重要性
（森林研究所 大宮主任専門員）

再生竹の伐採方法
（富山県西部森林組合 氷見支所 中田係長　）

伐採した竹をチッパー機にてチップ化 竹チップを歩道に散布

令和元年度　かぐや姫の里の集い

日 時
場 所

　里山再生整備事業後の竹林を適切に管理するには、継続した竹林の手入れがかかせません。このた
め、「里山再生整備事業」に取り組まれている方々や「森林ボランティア活動」に取り組まれている方々
に、竹林管理・利用技術、竹の利用方法、収集方法などを体験していただき、より多くの県民のみなさま
に竹林の管理・利用が図られるよう、県では「かぐや姫の里の集い」を毎年開催して研修活動を行ってい
ます。
　今回の活動は「氷見市ふれあいの森」において総勢約１００名の参加により実施されました。
　参加者は、竹の駆除で重要となる再生竹の伐採の重要性を現地講習及び実習を通じて習得しました。
　また、伐採した竹はチッパー機にてチップ化し、歩道の滑り止め等に活用(撒布)するまでの一連の作業
を行いました。

集合写真（参加総数１００名）


